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と す る 。 こ れ に 対 し て 、
王隠の























釈 す る 。 そ の 際 、
『 宋 書 』
が 、
傍 線 部 の 「 虎 な る 者 」



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































あ る こ と の 容 認 、
す


































































け る こ と を
正統化するために祭祀された。
金徳
の蒋侯紳の祭
祀が、
劉
(24) 
宋の
初め
に
一
度は断
絶し
なが
らも
、
それ以
降
の南朝に継承
された
のは
、
孫呉末
や東
晉の
みを正統
化す
るだけ
の神格か
ら、
江東、
具体
的に
は建
康
の守
護神と
して
の性
格を強く
し
てい
っ
たため
で
あろ
う。
そうし
た中より
、
孫呉を嘴
矢とす
る「
六朝」
と
いう
概念
が形
成
されて
いく
が、
これ
につい
て
は、
機会を
改め
て論
ずる
こと
にした
い。
注
(1)
渡造義浩
「『
捜神記」
におけ
る天
人相関
説と五気
変化論」
（「
東洋文化研究所紀要」
一六
八、
二0
一
五年刊行予定）
。
(2)
渡逢義浩
「干宝
の
「捜神記』
と五
行志」
（「
東洋研究
j
号数
未定、
二0
一
六年刊行予
定）
。
(3)
小南
一郎
「干宝
「捜神記」
の編
纂
（上
）」
（「
東方学報」
京都
六九、
一
九九七年）
。
(4)
田中靖彦
「初期東
晉に
おける
孫呉
観ー干宝
「捜神記」
を中
心に」
（「
六朝学術学会報」
七、
二0
0六
年）
。
(5)
李剣国
（輯校）
「新輯捜神記」
（中華書局、
二0
0七年
）
前
言の
「干宝籍貫仕歴考」
を参照。
(6)
「抱朴子」
の孫
呉観に
つい
て
は、
渡逢義浩
「「
抱朴子」
の歴
史認識と
王導の
江東政策」
（「
東洋文化研究所紀要』
一六
六、
二0
一
四年）
を参照。
(7)
孫策と
江東豪
族と
の対
峙性
に
つい
ては
、
渡邊義浩
「孫呉政
権の形
成」
（「
大東
文化大学漢学会誌』
三八
、
一九
九九年、
「三
国政権
の構
造と
「名
士」」
汲古書院、
二0
0四
年に所
収）
を参
照。
(8)
感生―
帝説
と天
人相闊説
に
つい
ては
、
渡邊義浩
「鄭箋
の感生
帝説
と六天
説」
（「
両
漢における
詩と三伝
」
汲古書院、
二0
0
七年、
「後
漢に
おける
「儒教国家」
の成立」
汲古書院、
二0
0
九年に収
録）
を参照。
(9)
王葬が舜
の子
孫
として土
徳を主張し
たこ
と
は、
渡邊義浩
「王非の革
命と
古文学」
（『
東洋研究」
一七
九、
二0
1
―年
）、
「王非
ー改革者
の孤
独」
（大
修館書店、
二0
―
二年
）、
曹魏
の
それは渡
邊義浩
「三国
時
代における
「公」
と
「私」
」
（「日
本中
国学会報」
五五、
二0
0三年
、
「三国
政権
の構造と
「名
士」」
汲古書院、
二0
0四年に所
収）
を参照。
(10)
「異苑」
に見え
る諸
葛亮
説話に
つい
て
は、
渡邊義浩
「諸葛亮
像の
変
遷」
（「
大東文化大学漢学会誌」
三七
、
一九
九八年）
を
参照。
(11)
陸機
の歴
史観に
つい
ては
、
渡邊義浩
「陸機
の君
主観と
「弔
魏武帝文」
」
（「
大東文化大学漢学会誌」
四九
、
二0
-0
年、
「西晉
「儒教国家」
と貴族制」
汲古書院、
二0
1
0年
に所
収）
を参照。
(12)
葛洪
が受けた陸
機
の影
響に
つい
ては
、
渡邊義浩
「葛洪
の文
学論
と
「道」
への
指向」
（「
東方宗教」
―二
四、
二0
一四
年、
「「
古典中国」
にお
ける文
学と儒
教」
汲古書院、
二0
一
五年に
所収）
を参照。
(13)
王隠
の晉
書に
曰く、
「中宗
詔し
て王
隧に
問ひて
曰く、
「荊州
(25) 
雨足
の虎を送
る、
其の
徴
何為
れぞ
」
と。
隠日く
、
「謹
みて先
臣の
鈴停を案
ずるに
、
太康
の時
雨足
の虎あり、
因りて詩
を作
おも
りて以
て諷
す。
鈴意
以へ
ら
く、
晉は金
行なり
、
金は西
方に在
り、
其の
獣は虎
為り。
虎に
四足
有るは
、
猶ほ國に
四方
有るが
ごとし。
半ば
の勢
無
くして又
獲ら
へ
らるは
、
将に有
慾
．懐
の
禍有ら
んと
す」
と（
『開元占
経」
巻一
百十
六）。
(14)
毛贔
の翠
晉
武帝
の太
康六
年、
南陽
雨足
の虎を送
る。
此れ
毛鍋
の草なり
。
識者
其の
文を為り
て日
く、
「武形
栃く
る有り、
金虎
儀を失す
るも
、
聖主
天に應ずれば、
斯の異
何をか為さ
んや
」
と。
乱に非ざ
るを言ふなり
。
京房
の易
停に
日く
、
「足
少な
き者は、
下任
に勝
へざる
なり
」
と。
干賓
日く、
「虎な
る
者は陰
の精に
し
て陽に居る、
金の
獣なり
。
南陽は、
火の
名な
り。
金の
精
火に入
りて其
の形を失ふ。
王室
乱る
るの
妖なり
。
をこ
六は、
水数なり。
言ふ
ここ
ろは水
数
既に極まり
、
火慧
作る
を得
て、
金
其の敗
を受く
るなり
。
元康九
年に至り
、
始め
て太
子を殺すは、
此に距
たること
十四
年。
二七
十四は、
火始
終
相乗
の数なり
。
一帝
の受
命より
、
慾．
懐の
磨せ
らる
るに至るま
で、
凡そ三
十五年なり」
と（
「宋書」
巻三十
一
五行
志二
）。
(15)
『捜肺記』
の輯
本は、
蜀漢
の滅亡
の後を、
「六年
にして
魏
磨
れ、
二十
一
年に
して
呉
平らぐ
。
是れ司馬に蹄す
るなり
」
と記
述する。
こ
のほ
うが分かりやす
い。
本稿
は、
『捜紳記」
が引
用
される原
書を底本と
したが
、
輯本を参
照する際に
は、
「捜神
記」
（中華書局、
一九
七九
年）
に拠り、
注（
五）
所掲李著書
も
参照
した。
(16)
渡逢義浩
「陳寿
の
『三国
志」
と蜀
学」
（「
狩野直禎先生傘寿
記念
三
国志論集』
汲古書院、
二0
0八
年、
「西晉
「儒教国家」
と責
族制」
汲古書院、
二0
1
0年
に収
録）
を参照。
(
17
)胡
阿祥
云 空
i·蒋
州・
蒋王
廟与蒋子文崇拝」
（『
南京師専科
学校学報」
一五
ーニ、
一
九九九年
）、
陳聖宇
「六
朝蒋
子文信仰
探微」
（『
宗教学研究」
二0
0七ー
一、
二0
0七年）
を参照。
(18)
挑濤鶴
「蒋
子文信仰与
六朝政治」
（『
学術研究」
二0
0九ー
一、
二0
0九年）。
なお
、
南宋以降
、
孫擢
の祖父と
され
る孫鍾
の
眸を
避ける
ために
、
鍾山が蒋山
に改
名さ
れたと
いう
伝承が生
まれ
、
孫鍾実在
の証
拠
とな
るこ
とは、
吉永壮助
「鍾
山改名
の
由来に
つい
てー
蒋子
文と孫
鍾
の伝
説
をめぐ
って
」
（「芸文研
究」
八五、
二0
0三年
）
を参照。
(19)
渡逢義浩
「孫呉
の正統
性と
国山碑」
（「三
国志研究」
二、
ニ
00七年
）。
(20)
「志怪」
につい
て
は、
宮永
一登
「魯迅輯
「古小説鉤沈」
校釈
ー祖台之
「志怪』
」
（「
中国学研究論集」
八、
二0
0一年
）
を参
照。
(21)
六朝概念
に
つい
ては
、
胡阿祥
「六朝
概念弁析与
六朝文化研
究」
（『
東晋南朝
僑州郡県
与僑流人
口研
究』
江蘇教育出版社、
二0
0八年
）
を参照。
(26) 
